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村小だより

学校教育目標 自らを磨き ふるさとを創る しなやかな子どもの育成
～ 笑顔・元気・挑戦～

○「働」働なくして生まれず ○「禮」禮なくして栄えず ○「信」信なくして立たず

本日１学期の終業式を終え、明日から４５日間の夏休みとなります。おうちでの生活、地域での生活が

中心になります。ラジオ体操や子ども会スローイングビンゴ大会、地区プール、そして各地区行事への参
加等、夏休みとはいえ多くの行事が予定されています。家族で夏休みの過ごし方についてよく話し合い、
けっしてテレビやゲーム（スマホも含む）づけにならないよう、規則正しい生活リズムと学習習慣を意識
し、安全で楽しい夏休みが送れますよう、ご支援・ご協力よろしくお願い申し上げます。

朝顔はいつ咲くのかな
小学校の終業式で子どもたちに話した内容です。

朝顔クイズをします。『朝顔の花は、いつ咲くでしょうか。』
① 朝、明るくなってから開く。
② 太陽が昇る時に開く。
③ 朝になる前の真っ暗な時に開く。
同じような疑問を持った女の子がいました。その子は、夏休みの自由研究として、朝顔の花が

何時に開くかを調べました。最初、朝早く起きて朝顔を見ようと思いました。しかし、いくら早
く起きても花はすでに開いていました。仕方がないので、夜中に起きてベランダの朝顔を見まし
た。すると、真っ暗にもかかわらず、花は咲いていたのです。女の子はびっくりしました。朝顔
の花は朝になると開くとばかり思っていたのに、夜中から咲き始めていたのです。
そこで、今度は、朝まで眠らずに、花の開く様子を写真に撮ろうと思いました。夜、ベランダ

の朝顔を部屋の中に持ち込んで、眠気をこらえて、カメラを構えていました。
ところが、その日に限って、朝の６時になっても８時になっても花は咲きません。結局、その

日は、つぼみのままでした。
前の日は、真夜中に開き始めた同じ朝顔です。女の子は、何か原因があるに違いないと考えま

した。前の日は、暗いベランダにありました。ところが次の日は、朝顔は部屋の中に入れて蛍光
灯の明るい光の下に置きました。そこまで考えた時、女の子の頭にある考えが浮かんできまし
た。「朝顔の花が開くためには、真っ暗な時間が必要ではないのか。」という予想を立てたので
す。
それから、女の子は、毎晩朝顔の観察を続けました。その結果、朝顔の花が咲くのには、朝か

どうかは関係なく、太陽が沈んでから１０時間後に開くということを発見しました。
このことがきっかけになって、この女の子は、いつしか、朝顔の研究を一生の仕事にしたいと

考えるようになりました。その後、京都大学大学院で、朝顔の研究を続けました。
そして、朝顔研究の本(「アサガオのすいみん時間」)を出版することにつながりました。

本校の子どもたちも長い夏休みの時間を利用して、様々な体験活動や、自由研究等に取り組ん
でほしいと思います。絵画や工作、観察、実験、調べ学習等得意なものや興味をもったことなど、
じっくり取り組んでみるよい機会だと思います。自分なりに考え、自分なりに方法を工夫して有
意義な夏休みを過ごしてほしいと願っています。

学校だより第４号で「学校における働き方改革にむけて 兵庫県教育長及び

県内市町教育長共同メッセージ」についてお伝えいたしました。この度、その
一環として、香美町の全小・中学校において留守番電話対応機能が導入さ
れることとなりました。運用開始時期については現在未定ですが、決まり
次第改めてお知らせいたします。保護者の皆様のご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。
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